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図  試験概要




供試体




落下試験概要

図  試験
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図  落下軌道推算結果（分離）
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 地上におけるブーム伝播領域
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観測時刻と落下点からの距離の関係

図  ソニックブーム波線伝播解析結果
（分離ケース）


３．試験条件検討
 前節で解析したノミナル落下軌道でのソニックブーム伝

播解析結果をベースに，試験において両供試体

のソニックブームの差異を観測するために必要な試験条件

について検討を行う．

３．１ 分離高度
 まずはじめに，供試体分離時の成層圏気球高度の影響に

ついて検討する．図 には分離高度が ，，
での予測落下軌道を示す．最大マッハ数が設計マッ

ハ数（）に到達するためには，高度 以上が必要

であることが分かる．それぞれの落下軌道に対するソニッ

クブーム伝播解析結果を図 に示すが，分離高度が下が

るにつれて，地上においてソニックブームが観測される領

域が狭くなり，分離高度 では半径約 以内となる．

分離高度が あれば，分離位置と計測点の距離が 
あってもフォーカスブームを観測することなく 回のブー

ムを観測できると考えられるが，一方で伝播距離が長くな

ることによって観測されるブーム強度が弱くなることが考

えられる．図 に分離高度 ケースにおいて分離位置

が計測位置から の場合に観測されるブ

ーム推算波形（地上反射係数 ）を示すが，距離が離
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